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地域資源活用・
地域連携
中央サポートセンター

地域資源活用・
地域連携
中央サポートセンター

令和7年度地域資源活用・地域連携中央サポートセンター事業は株式会社パソナ農援隊が運営しています

「地域資源を活用した付加価値創出」を
専門家がサポート！
地域資源活用・地域連携中央サポートセンター
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地域資源をフル活用
農山漁村の付加価値創出へ

農山漁村のあらゆる地域資源を、多様な事業者と連携しながら活用し
新分野における事業を創出することで

地域の所得向上や雇用拡大が図られます。
地域資源活用・地域連携中央サポートセンターは

全国にて多様な地域資源や
多様な主体の参画や連携を進める事業者（事業体）のもとに

高度な知識と経験をもつ専門家を派遣し、
新たな付加価値を創出する支援を行います。

農山漁村の持つ多様な資源を活用した
付加価値の創出をサポート
地域資源活用・地域連携とは、農山漁村が持つ農林水産物や農林水産業に関わる多
様な地域資源を活用し、新事業や付加価値を創出することによって、農山漁村にお
ける所得と雇用機会の確保を図る取組のことです。

地域資源活用・地域連携サポートの流れ

支
援
先

都道府県サポートセンターは都道府県に設置された地域資源活用・地域連携を
サポートする相談窓口であり、関係機関等と連携し、地域に密着した伴走型の
サポートを行っています。一方、中央サポートセンターでは都道府県サポート
センターに寄せられた相談のうち、特に重点的な支援が必要な場合や、より高
い専門性が必要な場合に、その課題に対応可能な専門家を派遣し、事業者の取
組を支援します。

プランナーとは地域資源活用・地域連携に取り組む事業者の皆様の相談に応じ
て、取組の発展や付加価値の創出に向けて具体的なアドバイスや伴走支援を行
うため、地域資源活用・地域連携サポートセンターに登録されている専門家の
ことです。
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中央サポートセンターでは、バリューチェーン、地域活性化、地域・他産業連携など豊富な知識、多くの支援実績、
広い人的ネットワーク及び多角的なアイデアを有する専門家を「エグゼクティブプランナー」として登録・配
置し、農山漁村発イノベーションによる付加価値創出を図るべく未来に向けたビジョン構築と戦略の実行支援
を行います。

エグゼクティブプランナーは様々な支援関係者や地域の機関と連携し支援体制を構築するなど、事業体への支
援をひとつのプロジェクトとして総合的にマネジメントします。

この制度では農山漁村にある地域資源をフルに活用し、経済効果や付加価値を生み出し、所得の向上や新たな
就労機会の創出を目指すため、中央サポートセンターと都道府県サポートセンターや関係機関がより強固な連
携体制を構築し、尽力します。

地域資源の活用・地域や多産業の連携の取組及び事業者に対する俯瞰的且つ高度な指導能力と専門知識がある

エグゼクティブプランナー（ＥＸＰＬ）は都道府県サポートセンターの支援対象や関係機関からの相談案件
の中から、経営改善や事業の発展に向け特に重点的に支援する必要がある案件 ( 重点支援案件 ) に対し、高度
な指導能力と豊富な知識に基づき、関係機関等と連携しながら、多角的なアイディアと様々な人的ネットワー
クを活用し、事業体の経営全体の付加価値向上にむけた戦略構築を行います。そして中央プランナー等とと
もに、地域波及効果や事業発展をもたらすための実行を支援します。さらには、支援を通じ事業者自らの自発
的行動を促進するための人材育成を行い、支援後の自立・自走を実現して参ります。
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01 株式会社日本バイオテック
沖縄県糸満市

沖縄の地域資源「海ぶどう」を世界の食材へ

株式会社日本バイオテック
代表取締役　山城 由希さん

海ぶどうに可能性を見出し養殖業で創業
沖縄本島最南端の糸満市にある「海ぶどう農園　海ん道」。海ぶどう
の養殖・販売に始まり、「海ぶどうソフト」などのオリジナル商品の
販売や飲食店の運営、海ぶどう摘み取り体験、さらにはキャンプ場
の運営まで幅広い事業を展開し、多くの観光客を惹きつけています。
海ん道を経営するのは、現在代表を務める山城由希さんのお父様が
立ち上げた「株式会社日本バイオテック」。18 槽の海ぶどう養殖で
創業しましたが、山城さんが「まだあまり知られていない、でも魅
力的なこの食材を世の中に広めたい」と2002年に事業に参画。以降、

「海ぶどうを世界の食材へ」という想いで事業を拡大させていきまし
た。

市場開拓と生産量拡大で経営基盤を強固に
山城さんが参画した当初は赤字経営で、経営基盤の構築が当面の課
題でした。当時東京に住んでいた山城さんは、首都圏の飲食店など
へ体当たりで営業をかけて販路を拡大させていきました。持ち前の
挑戦心で順調に市場は開拓できたものの、次は、生産が追いつかな
いという課題に直面します。台風で養殖場が損壊したり海ぶどうが
海水に溶けたりと、農産物ならでは困難もありました。たびたび沖
縄を訪れ、県内の生産者を回り仕入れを強化してはいたものの、需
要に応えるには自社の生産能力拡大が急務でした。しかし、その実
現には、生産現場で働く従業員のモチベーション向上が不可欠です。

「現場の近くで経営しなければ、従業員はついてきてくれない」と考
えた山城さんは、2009 年に沖縄への移住を決断。自ら生産に携わる
中で従業員と信頼関係を築きながら、養殖槽を増設して生産量を拡大
し、事業の安定化と拡大を図っていきました。

BtoC へのシフトで海ぶどうの価値を再認識
生産拡大と同時に山城さんが注力したのが商品開発です。県の工業技
術センターに相談しながら自ら試行錯誤を繰り返し、海ぶどうの粉末
やエキスといったオリジナル商品を生み出しました。また、個人向け
に単価の高い小分け商品を作り、ロゴやパッケージデザインでブラン
ド化して価値を高めていきました。

さらに成長を加速させるため、2019 年には 6 次産業化の認定を取得
します。その補助金を活用して、台風でも損壊しない頑強な生産施設
を整備し養殖槽を 100 槽にまで増設。安定生産が可能になり、生産
高も大幅に向上しました。

ところがその後、新型コロナウイルスの流行で観光収入や飲食店向け
の売上が激減します。生産を止められない中で事業をどう継続させる
か。考えて出した答えが BtoC へのシフトです。「私が海ぶどうを通
じてどんな価値を届けたいのかを一般のお客様に向けて言語化し、オ
ンラインショップやクラウドファンディングなどで発信しました」。

これが沖縄ファンの心を掴みます。売上高がさらに拡大しただけでな
く、お客様からの応援メッセージも届くようになりました。「多くの
人の愛情を受けて喜んでもらえていることを実感し、海ぶどうの価値
を再認識しました。そして、これからはもっと自分たちから価値を発
信していこうと決めました」。キャンプ場や海ぶどう摘み取り体験な
ど観光客に向けたコンテンツを充実させ、2023 年には観光事業部を
新設して人材を採用。これまで生産を担う食材事業部が兼務してきた
お客様への「おもてなし」を強化しました。

多くの仲間とともに沖縄の価値を広めていく
生産、出荷、接客、管理と各部門に人材を配置し、海ん道の運営体制
はより強固になりました。しかしさらなる事業成長を遂げるには、こ
れまでのようなトップ主導型ではなく、従業員が自ら考えて力を発揮
し、一つの目標に向かってともに価値を作る組織へと成長する必要が
あります。山城さんは、エグゼクティブプランナーである庄司さんの
力を借り、2023 年から 2 年かけてチームビルディングに取り組みま
した。目指すのは、共通のビジョンのもとで動く「キャンプファイヤー
型組織」です。そこで庄司さんは、従業員全員が「どんな海ん道にし
たいか」を考え意見を出し合うプロセスを重視しました。

議論を重ねるうちに、当初は消極的だった従業員が主体的に意見を発
するようになり、それらの意見から「海ん道スピリット」が誕生。多

様な人材が団結して一つのゴールを目指す礎が築かれました。また、
目的と目標、個々の役割を明確にしたことで、従業員一人ひとりが
スキルを最大限に発揮できるようになりました。

「今では、従業員の皆さんが主体となって『海ん道スピリットに基づ
く行動ができているか』という振り返りの場を設け、自律的に議論
をしています。その様子を見ると、行動が “ 集団 ” から “ 組織 ” に変
容したと感じます」と庄司さん。山城さんも、「この 2 年で主語が従
業員自身に変わりました」と確かな変化を実感しています

2024 年には飲食店を開業し、複合型体験施設へと昇華した海ん道。
次の目標は、海外輸出で価値をさらに高めると同時に、地域との連
携でコンテンツを拡充することです。さらには、離島など沖縄の他
地域にも同様の事業モデルを展開し、地域の人が活躍できる産業を
作っていきたいという山城さん。

「海ぶどうは、沖縄の地だからこそ育つ地域資源です。商材としての
価値が高く、さらに雇用も生み出し続けることができるという産業
としての価値もあり、魅力が尽きません。海ん道もまだスタート段
階で、これからも無数の展開が考えられます。ただ、それは私たち
だけでは実現できません。地域の方や県外の方とつながりながら、『海
ぶどうを世界の食材へ』と育てていきたいと思います」
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日本バイオテック（海ん道）

地域資源の利活用

価値観共有型
ファン

工業技術センター
弁理士

行政機関

商品開発とブランド化

• 海ぶどう（生鮮）の小分けパッ
ク商品を作り販売(単価上昇)
•
• BtoBからBtoCへの仕向シフト
で商品単価を向上
•
• 商品ロゴを作成し認知度もアップ

日本バイオテック

• 1982年空調機の販売メンテナン
ス事業を先代社長が東京で開始
•
• 先代が自身の故郷である沖縄
(糸満市）で、車えび養殖の廃業施
設を取得。海ぶどう養殖に着手

• 2005年 海ぶどう養殖事業者と
して「海ん道」を設立
•
• 2009年 山城由希氏(現代表)が現
地に移住、海ぶどう養殖事業を
本格化

海ん道設立

産品×ビジネスコンテンツ

• 海外展開（フランス輸出）
•
• 海ぶどう体験施設、キャンプ場
等のアクティビティ設置。施設
内に飲食店開業
•
• 地域資源を価値化した複合型体
験施設に昇華

人材育成・雇用創出

• 就労支援センターとの連携で出
荷作業の協業
•
• 移住人材や他領域の経験者を積
極的に採用
•
• コーポレートアイデンティティ・ビ
ジョンを見える化

６次産業化等

施設拡充・商品の価値化

• 台風に耐える生産・出荷施設に
改修。養殖槽の規模拡大
•
• 生産出荷施設のHACCP対応
•
• クラウド・ファンディングやPR
資料をとおして事業を言語化、
ファンの増加

理
念
共
有
型
顧
客

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

経営基盤の強化

• 台風対策など施設強化と養殖施
設の拡充
•
• 飲食仕向けの販促を展開、生産
事業の安定を図る

地
域
内
外
の
飲
食
事
業
者

地
域
内
外
の
小
売
業
者

• 2009年～現地移住後、生産施設
の強化と域外事業者への販促を
進める。
•
• ～2014年 スタッフ３名、パート
6～7名体制で事業のバックオフ
ィスも強化。
•
• 大手居酒屋チェーンなど飲食へ
の仕向けで、年間の売上高を
4,000万円規模に。

業
務
用
か
ら
一
般
消
費
用
へ

６
次
産
業
化
の
展
開

地
域
の
価
値
創
造

• 粉末化など加工品開発。
•
• スーパーマーケットチェーンで
の取り扱い。海ぶどう（生鮮）
の小分けパック商品の販売で単
価上昇。
•
• 商品ロゴ作成、認知アップ。
•
• 2018年 海外輸出も開始
•
• 売上は7,000万円規模に。

    事業継承

経営基盤の再構築

    価値づくり

商品開発とブランド化

    ビジネスの横展開

６次産業化

  展開の拡充

地域資源の利活用

ひらめき・工夫に
寄与した関係者

沖縄県工業技術センター、
弁理士

沖縄県庁流通・加工推進課
などの担当者

地域資源活用・地域連携EXプランナー

• 台風などで施設が被害を受け
るなど生産が安定しない。
•
• 現地ならではの生産や販売の
理解不足を痛感し、現地に移
住し経営基盤の再構築に着手。

アイデア・工夫

• 県内製造業者等との連携によ
り加工品開発に着手。
•
• 従来の養殖海ぶどうとともに、
開発した商品を展示会等で積
極的にアピール。

• 養殖した「海ぶどう」は、茎
の部分など利用されない部位
もある。
•
• これらを余すところなく商品
にしたい。

• それでも台風が来ると生産が
停滞する。
•
• 新型コロナの影響で飲食向け、
観光向けがゼロに。

• 大手電機メーカーで、海外・
国内のロジスティクスを担当。
•
• 父が手掛けた沖縄の「海ぶど
う養殖事業」に興味を持ち関
わる。

課題感・ひらめき

アイデア・工夫

1 2 3 4

• ６次産業化(ハード補助)で施
設を強化。
•
• BtoBからBtoCへの仕向シフト
•
• 個人顧客(ファン)向けの出荷
も強化。

アイデア・工夫取組の結果

• 「海ぶどう×他のコンテンツ」
で更なる事業化を進めたい。
•
• 海ぶどうに携わるスタッフのプ
ライドや意識を高めたい。

2023 年度 多様化したビジネスに対応しスタッフのマインド向
上に向けた人材育成を EX プランナーを中心に支援。トップ主
導からスタッフ自らが考え行動するビジネスへの変容に成功。

• 台風に耐える軽量鉄骨ハウスに
強化。
•
• 養殖槽の規模拡大（2009年当初
の18槽から2020年には100槽へ）
•
• クラウド・ファンディング。個
人向けPR資料のリリース（事業
PRを言語化、ファンの増加）
•
• 2019～20年 海ぶどうつみとり
体験、キャンプ場の事業化

• 2022年 就労支援センターとの
連携で出荷作業の協業。
•
• 2023年 未来に向けたコーポレー
トビジョン（共生共栄）の作成。
•
• 施設内に飲食店（沖縄そば等）を開業
•
• 体験コンテンツ等も拡充し、地域資
源を価値化した複合型体験施設に。
•
     売上は2.5億円規模に。

• 観光事業部を設置。
•
• 移住人材や他領域の経験者を
積極的に採用。
•
• 海ぶどうを核とした地域連携
型の生産モデルを構築。

01 株式会社バイオテック
沖縄県糸満市
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株式会社テーブルカンパニー
東京都新宿区

吉野の森林資源を活かした「発酵温浴 nifu」で山の再生を

株式会社テーブルカンパニー
代表取締役　片山 裕介さん

美容と健康を追求してたどり着いた発酵温浴
発酵させたヒノキパウダーで身体をあたためる女性専用の「発酵温
浴 nifu」。元美容師の片山裕介さんが代表を務める「株式会社テーブ
ルカンパニー」が 2014 年に新宿で直営店の運営を開始し、都市部
の女性の人気を得て、現在は関東を中心に10店舗を展開しています。
20 代の頃にオーストラリアのスパで働いていた片山さんは、現地で
自然素材を活かした美容・健康サービスに出会い、中でも心身を深
部からほぐす温浴事業に着目していました。その後、知人から聞い
た発酵温浴事業に可能性を見出した片山さんは、このビジネスモデ
ルをブラッシュアップさせ、日本の森林資源を活用した nifu を自ら
立ち上げました。
同業他社と比較すると高価格の nifu ですが、それでも多くの女性に
選ばれている理由は、プロダクト自体の品質の高さに加えて、ヒノ
キパウダーの原料となる「おが粉」の生産と調達の背景に、奈良県
吉野郡吉野町の「再生」というストーリーがあることです。

地域課題を解決できる事業にこそ価値がある
高品質なおが粉を調達するために初めて吉野を訪れた時、片山さん
は、かつて林業で栄えた地域の衰退を目の当たりにします。住民に
話を聞くと、多くの課題が浮かび上がりました。人口減少による林
業従事者の不足、間伐されず荒れてしまった山、潰れていく製材所。
間伐されたとしても、流通に適さない木は搬出コストがかかるため

にその場に放置され、森林がさらに荒廃するという悪循環も起きてい
ました。
以前から美容や健康の本質的価値を追求してきた片山さんは、この課
題解決の一端を担うことにこそ事業としての価値があり、やる意味が
あると感じました。「プロダクトだけでなく、素材の調達過程にも人
が幸せになるプロセスがあればお客様の満足度はより高まるはず」と、
nifu を通じて吉野の課題に向き合うことを決心。東京から吉野に足
繁く通い、現地の課題に耳を傾けながら、地域の林業従事者と共に枝
打ちや間伐、林地残材の搬出や加工に汗を流してきました。
活動を進める中で明らかになったのが、吉野で美容素材に適したおが
粉を安定的に入手することは困難だということです。吉野ヒノキの出
材量の減少および、そのヒノキを加工する専業の製材所の減少が顕著
なためです。持続可能な供給体制を築くため、片山さんは 2022 年に
古い製材所を取得し、東京と吉野の二拠点生活をスタート。自社事業
として間伐材や林地残材からおが粉の生産・加工を始めました。さら
に、サロンで使用済みのおが粉は、農家や畜産業者との連携によって
堆肥や敷料として再利用する仕組みも整えました。

未利用資源を活かした商品開発を加速
温浴事業の順調なスタートを受けて、BtoC の横展開も始まりました。
現在は吉野に現地法人「株式会社ニフ」を設立し、木材以外の地域の
未利用資源の利活用にも挑戦しています。例えば、地元の酒造メーカー

や農家と協業し、吉野の耕作放棄地を活用して生産・収穫した酒米で
甘酒を開発しました。nifuで販売したところ好調に売り上げを伸ばし、
酒造メーカーで専属の人材が採用されるほどの効果を生んでいます。
他にも未利用資源を活かした商品を開発し、ふるさと納税の返礼品と
して展開中です。新商品開発や新事業にはリスクも伴いますが、地域
と共に挑戦することで信頼関係は深まり、協力者も増えていきました。
地域の人々だけでなく、nifu の店舗スタッフにも当事者意識を持っ
てもらうため、吉野の山での仕事体験や商品開発に関わる機会を設け
ています。お客様の声を聞き、吉野のストーリーを伝えるスタッフは、
都市部と吉野をつなぐ重要な存在。実際、nifu で吉野のストーリー
を聞いたお客様や SNS での発信で興味を持った若者が吉野を訪れて
くれたこともあります。
こうして仲間が増えた今、製材所は地域の林業従事者や地域活性に取
り組む住民、都市部から吉野に惹かれて活動を手伝ってくれる仲間た
ちが集まる共創の場としても機能し始めています。

事業の持続可能性を高め、活動を次世代へつなぐ
「nifu の売上を地域や山に還元するという循環を目指したい」と片山
さん。その実現には、事業のスケールアップが不可欠です。そこで
nifu をフランチャイズ化させ、理念に共感する人との繋がりの拡大、
そして店舗数の拡大を目指しています。また、次に展開するサービス
を開発するために、エグゼプティブプランナーの片桐さんにアドバイ

スを求めました。さまざまな地方での商品企画経験を持つ片桐さん
と議論を深める中で方向性が明確になり、nifu を吉野で総合的に体
験できるツアーの展開など新たな施策の検討も進んでいます。
2023 年と 2024 年には地域循環や環境保全に関連するアワードに
挑戦し、数々の賞を獲得しました。社会的な評価を得られ、認知拡
大に繋がっただけでなく、片山さん自身が「事業が単なるエゴでは
なく、地域の資源循環に真に貢献できている」と再確認でき、姿勢
を正す機会になったといいます。

高齢化が急速に進む吉野では、地域特有のしがらみや世代間ギャッ
プなど中に入り込むほど見えてくる問題も多く、課題解決に向けた
取り組みは一筋縄ではいきません。しかし、「やがて世代交代が進み、
町は再生していくものだと感じます。その時に備え、私たちの後に
続くプレーヤーを増やしていきたい」と前を向く片山さん。その理
念に共鳴する人との繋がりの場として設立した「Yoshino Village 
Network」では、メンバーが竹林整備や宿泊体験の企画・運営など
を通じて吉野に関わってくれています。この多くの仲間と共に、テー
ブルカンパニーは何十年も先の未来を見据え、事業を通じて人も自
然も美しくする循環に挑戦し続けています。

02
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吉野の林業関係者

自治体窓口
地域住民

株式会社テーブルカンパニー

地域資源の利活用

大学研究者 酒造メーカー
地域の事業者

行政機関

株式会社テーブルカンパニー

• 温浴施設・スパ・サロンの企画、
開発及び運営
•
• 食品・酒類の企画、開発及び販
売業務
•
• WEBサイトの企画、制作、管理、
保守運営及びコンサルティング
業務
•
• 各種展示会・イベントの企画、
制作及び運営業務
•
• 各種店舗の企画、開発、設計、
デザイン及び運営業務

地域発の事業展開

• 町内の古い製材所のリノベーシ
ョン：資材製造、品質管理、流
通の拠点化
•
• 地域の事業者、nifuのお客様と
の連携：商品・サービス開発。
•
• 使用済みオガクズのアップサイ
クル：発酵温浴で使用済みのオ
ガクズのコンポスト基材、堆肥
資材、土壌改良材、家畜の敷料
として再利用。

• 第7回エコプロアワード 環境大
臣賞
•
• SOCIAL PRODUCTS AWARD 
2024 環境大臣特別賞
•
• 農林水産省 INACOMEビジネス
コンテスト 2023 最優秀賞
•
• 2024 農林水産省関東農政局 デ
ィスカバー農山漁村の宝 など

１次産業へのシフト

施設拡充・商品の価値化

• 吉野町に自社製材所を設置。
•
• 地元林業家と連携：施業放置林
の枝打ち、間伐作業、林地残材
の活用。
•
• 地域資源を利活用した商品・サ
ービスを展開

地域課題の認知と検討

• 「発酵温浴 nifu」へ使用するオ
ガ粉の調達先として奈良県吉野
と繋がる。
•
• 地域の林業・製材業の課題を知
る。

理
念
共
有
型
支
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者
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品
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ー
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ス
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狂
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店舗 【発酵温浴 nifu】

• 温浴施設の店舗：東京をはじめ
都市部に10店舗

社会評価

2007年 株式会社テーブルカン
パニー設立。➡ 発酵温浴の事業
再生相談を受ける。

2013年 発酵温浴サロンを自社
事業化。都会の女性に向けた高
品質の美容サービスを目指す。
東京の新宿三丁目に女性専用サ
ロン「発酵温浴 nifu」を開業。

発酵温浴で使用するオガ粉の調
達先として吉野と繋がる。

大学研究者と連携。温浴の科学
的エビデンスを確保しながらサ
ービスを進化。

「nifu」の事業拡大を進めると
ともに、吉野の林業・製材業と
サロンを直接繋ぐビジネスを実
装。

施業放置林、林地残材など山林
未利用資源を有効活用する製造
プロセスや商品開発に着手。

吉野町に自社製材所を構え、地
元林業家と連携。施業放置林の
枝打ち、間伐作業、林地残材の
活用を本格的に開始。

東京での美容・温浴サロン事業
者から、吉野で林業に携わり、
１次産業へ立ち返る事業に変
化。

使用後の資材は農畜産業者等と
の連携でアップサイクル。

製材所のリノベーションを進め、
資材製造、品質管理、流通の拠
点として整備。

吉野町の森林資源を原料とした
美容商品等を開発。ふるさと納
税などで展開。

町内酒造メーカーと連携。商品
開発・PRを展開。

共感者との繋がりの場「吉野ビ
レッジネットワーク」を展開。

ビ
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    事業の立ち上げ

地域資源以外のビジネス

    商品・サービスの開発

地域課題の認知と検討

   事業の深化

１次産業へのシフト

   展開の拡充

地域資源の利活用

ひらめき・工夫に
寄与した関係者

地域資源活用・地域連携EXプランナー

• 豪州の高級スパで働いていた
経験から、自然との調和や心
身の健康などを本質的な価値
とし、大手と対峙できる商
品・サービスなどの開発に着
手。

アイデア・工夫

• 山林の保護や未利用資源の価
値化、価値を生産者に還元で
きるビジネスを本格的に検
討。
•
• 自社の経営資源を活用し、地
域に根差したビジネスに着
手。

• 代表者自らが吉野に移住。
•
• よそ者ならではの発想で地域
との連携を進める。
•
• 出口受け皿となるnifu（店舗）
の拡充。10店舗で展開。

• 林業の衰退から、サロンで利
用するヒノキのオガ粉は入手
困難。
•
• 原料調達目的で吉野に入った
が林業・製材業の衰退を知る。

• 地域の主力産業である合板の
オガ粉は添加物が混入する。
•
• 発酵温浴で使用するオガ粉
は、無垢ヒノキ材のものが欲
しい。

• 海外で美容師やスパの仕事を
経験。
•
• 帰国後、ヘアメイク人材の育
成・マネジメント事業を立ち
上げ。

課題感・ひらめき

アイデア・工夫

1 2 3 4

• 自分たちで山に入って切り出
したヒノキを使うことにシフ
ト。
•
• 施業放置林、林地残材などを
新たな資源とし、循環型ビジ
ネスに組込む。

アイデア・工夫取組の結果

• 林地残材を発酵させて人も自
然も美しくする循環活動を進
めたい。

nifu の顧客のライフタイムバリューを挙げていけるような施策
の検討。「林業体験・森林浴ツアー（仮称）」。森林環境贈与税の
活用のほか、関西圏での事業展開の検討を支援。

吉野の林業関係者（山主、
山守、山いき）、地域自治
体、大学研究者、酒造メー
カー（次世代担い手たち）

02 株式会社テーブルカンパニー
東京都新宿区
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俵山の資源を連携させ、まち全体で挑む地域ビジネス

津田農園
たわらやまの旅と未来会議 

株式会社ＳＤ－ＷＯＲＬＤ代表　津田 浩利さん

事務局長

代表取締役　藤永 義彦さん 

長門市俵山地区の活性化を目指して
古くから米や栗の産地として知られる山口県長門市俵山地区で、栗
やブルーベリーなど果樹の生産・加工を営む津田農園の 3 代目代表、
津田浩利さん。ジェラートの製造・販売や直売所・カフェの運営な
ども手がけ、地域内外から多くのお客さんを呼び込んでいます。
俵山は湯湯治「俵山温泉」や歴史的な寺社仏閣でも知られています。
津田さんは、観光協会としての位置付けにある団体「たわらやまの
旅と未来会議」の副会長として地域活性化に向けた活動にも参画し、
会長である藤永義彦さんと共に、豊富な地域資源を最大限に活かし
てビジネスという観点からまちづくりを一歩ずつ進めています。

加工品販売やカフェ運営が収益の第二の柱に成長
農学部卒業後、JICA 海外協力隊や酒造会社での研究職を経て、大学
院でブルーベリーを中心とする果樹研究に勤しんだ津田さん。学位
取得後は「研究よりも現場で生産に携わりたい」と考え、2015 年
に地元で就農して家業を継ぐことを決意します。その背景には、過
疎化が進む俵山の現状や藤永さんたちの活動を見聞きする中で高
まっていた地域貢献への思いもありました。

就農当時の津田農園では、津田さんのお父様がナシを中心にクリ、
ブドウの生産を手がけ、栗弁当の製造・販売など 6 次産業化にもす
でに取り組んでいました。津田さんはそこに研究者としての知見を

活かし、ブルーベリーやブラックベリーの栽培を始め、ジャムやワイ
ンなどの加工品の製造にも着手します。一方、収益の柱だった栗弁当
は、製造に時間と手間を要することから継続が困難な状況にありまし
た。そこで津田さんは、エグゼクティブプランナーの宮崎秀和さんに
相談し新たな収益の柱づくりに乗り出します。

打開策となったのは、朝採れフルーツを使ったジェラートの製造・販
売です。2022 年には、自社施設内に加工場とカフェを新設しました。
リピーターを中心に売上は順調に伸び、現在では、主に土日祝の営業
で生産部門と並ぶ収益を上げるまでに成長しています。「ジェラート
をきっかけにフルーツのおいしさを知ってもらい、果物の購入にもつ
なげたい」と津田さんは話します。
今後は、原点であるクリの生産にも注力する計画です。猛暑や病害虫
など自然との戦いは厳しいものの、防除に力を入れて生産量を回復さ
せたいという津田さん。クリの産地である俵山の誇りを取り戻すべく、
近隣農家との連携による俵山ブランドの加工品製造・販売計画を宮崎
さんと進めています。

地域一体となって目指す俵山温泉の再生
農園の変革に先立ち、地域では俵山温泉の再生に向けた取り組みが進
められていました。1970 年代には年間 70 万人の入湯客で賑わった
俵山温泉ですが、現在は約 10 万人にまで減少し、高齢化と過疎化に

よって空き旅館や空き店舗が目立っています。こうした状況に 2000
年代から危機感を抱いていたのが、当時長門市役所の観光課長だった
藤永さんです。2009 年には温泉街との連携による地域活性化を目指
しNPO法人を設立。しかし、拠点が温泉街から離れていたこともあり、
地域との足並みはなかなか揃いませんでした。

そ こ で 2020 年、 温 泉 街 の 空 き 店 舗 を 拠 点 に「 株 式 会 社 SD-
WORLD」を発足させます。これは、地域づくりから「地域経営」と
いうビジネスへの昇華を目指す山口県の政策とも連動する動きです。
代表を務める藤永さんの、行政や地域とのネットワーク、そして「自
分が地域を活性化させる」という強い意志が推進力となりました。募
集株式方式で地域に出資を募ったところ、想定を上回る資金が集まり、
温泉街の再興を願う地域住民の期待も目に見える形で表れました。
2022 年には、地域資源の最大活用を目指し「たわらやまの旅と未来
会議」を設立しました。活動資金の一部には、宮崎さんの紹介でつな
がった森林ベンチャー「シシガミカンパニー」の山林レンタル事業に
よる収益を充て、持続可能な運営体制を整えています。

温泉街全体で描く「まちごと旅館事業」が始動
2025 年 10 月には、温泉街を一つの旅館に見立てる「まちごと旅館
事業」が始動しました。これは、経営者の高齢化などにより運用しき
れなくなった旅館の空き部屋を有効活用し、新たな宿泊客を受け入れ

る取り組みで、地域の銀行や企業が参画して設立した「株式会社俵
山クリエイト」が事業運営を担います。

しかし、課題は少なくありません。人件費や燃料費の高騰に伴い、
週に 3 〜 4 日程度の営業にとどまる旅館が増え、今後さらに経営
が圧迫されれば、営業時間の短縮や料金の値上げも余儀なくされま
す。こうした状況下で「まちごと旅館」を実現するには、経営者で
ある地域の人々との合意形成が不可欠です。そこで、その調整役を
2025 年に発足した一般社団法人「たわらやま未来デザイン」が担い、

「たわらやまの旅と未来会議」の活動を引き継ぐ体制を整えました。
宿泊だけではなく空き旅館を活用した飲食店やカフェ、体験コンテ
ンツなど、温泉街全体を舞台にした多様な構想を描いています。

俵山の豊富な地域資源や近年の活性化に惹かれ、U ターン移住者や
地域おこし協力隊に参加した若者など、この数年で約 30 人がこの
地に移り住みました。地域には新たなコミュニティが生まれ、古民
家を再生したシェアハウスやカフェの運営といった活動も活発化し、
移住者が俵山を支える重要な担い手として活躍しています。
温泉旅館や津田農園の直売所・カフェ、そしてシェアハウス。多様
な地域資源を連携させ、俵山というまち全体をビジネスに活用する
この挑戦は、本格的なスタートを切ったばかりです。

03 津田農園 × たわらやまの旅と未来会議 
山口県長門市   
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津田農園×たわらやまの旅と未来会議

農業従事

• 農学部を卒業後、JOCV参加。
帰国後、修士課程進学後、酒造
会社勤務。退職後、博士課程で、
博士号取得。
•
• 故郷長門市で実家の果樹農家に
従事。生産活動とともに、研究
領域のとの融合で新品種の開発
なども進める。

地域づくりに向けた組織設置の連続展開

• グリーンツーリズム・都市農村交流の推進をテーマにした
NPOを設立。
•
• 温泉とのコラボで地域活性化にも着手。
•
• 地域ネットワークの基盤構築

地域ネットワークの持続化

• 行政施策との連携による移住・定住促進活動。
•
• 異業種との連携。地域の山林を利活用した土地レンタルビ
ジネス。
•
• 地銀、価値創造事業者の参画により、地域法人「俵山みら
いデザイン」を設立。まちごと旅館事業を展開。

• （株）SD-WORLDを設立し、NPOによる地域づくりから、
株式会社の運営による地域経営に昇華。
•
• （株）SD-WORLDを事務局とし「たわらやまの旅と未来
会議」を設置

６次産業化

• 栗、ナシ、ブドウの生産に加え、
ベリー類の生産にも着手。自社
資源をもとに、加工・販売を展開。
•
• 資源をもとに、加工・販売を展
開。

長
門
市

地
域
の
組
合
組
織

地域ネットワーク参画

• たわらやまの旅と未来会議参画。
会議主催者と連携し、役員とし
て運営に寄与。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

旅
館
等

温
泉
事
業
者

移
住
定
住
者

山
口
銀
行

瀬
戸
内
ブ
ラ
ン
ド
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

大
学  

地
域
研
究
機
関

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
者

津田農園 地域ネットワーク組織の構築

地域経営の発展の持続的な活動の推進

若手移住者や各種事業者等の連携・関係構築で
地域全体をリブランディング

父の代から６次産業化で栗を使
った弁当を作り販売。

2015年 果樹（ブルーベリー、ブ
ラックベリー）への多角化にシ
フト。

経営面でのリスクヘッジを図る
とともに研究活動にも従事。

2020年 育成したブルーベリー新
品種「みのうの輝き」が農水省
に品種登録。

栗拾いサービスに着手。

ベリーの庭先販売に着手

産品の加工品開発（ジャム、
コーラ、蜂蜜など）、オンライ
ンショップを展開

直売所・朝採れフルーツを盛り
つけたジェラートショップを開
店。

たわらやまの旅と未来会議参画。

2004年 NPOゆうゆうグリーン俵
山設立（グリーンツーリズム・
都市農村交流の推進に着手）。

2009年 温泉とのコラボで地域活
性化にも着手

2020年 (株)SD-WORLD設立（空
き店舗を活用し、地域づくりを
地域経営に昇華）

2022年 たわらやまの旅と未来会
議設立（運営事業者）

長門市の施策と連携、3年間で
移住者が15人以上に。

2024年 イナカムグランプリ受賞
者「シシガミカンパニー」と連
携。山林ビジネスを開始。

2025年  山口銀行、地域の価値
を創出する企業「瀬戸内ブラン
ドコーポレーション」の参画
で、地域法人「俵山みらいデザ
イン」を設立（まちごと旅館事
業が始動）。

業
務
用
か
ら
一
般
消
費
用
へ

６
次
産
業
化
の
展
開

地
域
の
価
値
創
造

    事業継承（津田農園）

経営基盤の再構築

      ビジネス展開（津田農園）

６次産業化

    地域ネットワークの構築

たわらやまの旅と未来会議

   地域ネットワークの持続化

俵山みらいデザインへ

ひらめき・工夫に
寄与した関係者

地域資源活用・地域連携EXプランナー

• 営んできたナシの生産、栗の
生産・加工に課題を感じる。
•
• 自身の研究者としての知識か
ら園地を活用し、他の農産物
生産で収益を向上できないか。

アイデア・工夫

• 事業の多角化を狙い、自社資
源の６次産業化を拡大。
•
• プランナー、EXプランナーの
支援も受け、生産・加工・販
売からサービス事業に着手。

• 新たに取り組んだ果樹で収
入、収益を高められないか。
•
• 自社の取組を地域の持続のた
めに利活用できないか。

• 長門市観光課長として地元俵
山地域の支援に従事。
•
• 行政職員として以上に、地域の
持続のために貢献できないか。

• 農学部を卒業しJOCV参加。
帰国後、修士課程進学後、酒
造会社勤務。退職後、博士課
程で、博士号取得。
•
• 実家の農業を継承。

課題感・ひらめき

アイデア・工夫

1 2 3 4

• NPOなど地域連携の拠点とな
る枠組みを作りたい。
•
• 地域の課題解決に寄与する種
々の政策テーマとの連動で組
織活動を発展させたい。

アイデア・工夫取組の結果

• 発展させてきた地域組織の持続
化を図りたい。
•
• 取組に関わる人（関係人口）を
増やしたい。

６次産業化のビジネス拡大に伴い、経営戦略の検討を進めると
ともに直売所・ジェラートショップの開設運営の支援を実施。
また INACOMEとの事業連携で森林ビジネスを支援。

• 地域の有力な事業者との連携
を構築。
•
• 取組や活動に興味のある人に
向けて情報発信し、移住・定
住を促進。

自治体、大学・県研究機関

地域組合組織、宿泊・観光
事業者、地域金融機関、価
値創造事業者

03 津田農園 × たわらやまの旅と未来会議 
山口県長門市   
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大阪発「夢シルク」で実現する新たな都市型農業

株式会社オオサカポテト
代表取締役　渡邊 浩史さん

就農 4 年で栽培面積 10 倍を実現
「大阪をさつまいもの産地へ」というスローガンを掲げ、大阪府
八尾市で独自ブランドのさつまいも「夢シルク」の生産・加工・
販売を手がけるオオサカポテト。スーパーへの卸売に加え、バター
や焼酎といった独自商品の開発、収穫体験やファーマーズマー
ケットの開催、企業とのコラボレーションなど多角的なプロモー
ションを通じて着実に歩みを進めています。
2021 年に 40a だった栽培面積は、現在では 10 倍となる 400a
にまで拡大しました。この目覚ましい成長の背景には、同社の夢
に共感する「ファン」を増やし次々と巻き込んでいく代表・渡邊
浩史さんの強い想い、そしてそれを実現するビジネスモデルがあ
ります。

都市型農業の課題とニーズからビジネスを創造
2020 年、広告代理店に勤務していた渡邊さんは、花農家から
40a の畑を借り、大学時代から挑戦したかった週末農業を趣味で
始めました。作物を育て収穫する喜びや、それを売る商いの面白
さを見出し、一気にのめり込んでいきます。同時に SNS でのラ
イブ配信も始め、農業の楽しさを共有するコミュニティを広げて
いきました。
しかし、週末だけの作業では出荷や販売に割ける時間に限界があ
り、収益も思うように上がりません。そこで、さつまいも収穫を

中心とした体験農園を新たにスタートさせました。自身が初めて
土に触れた時の胸の高まりを思い出し、農業に触れる体験そのも
のが価値になると考えたのです。
体験農園の運営を通じて、都市型農業の課題やチャンスも見えて
きました。高齢化が進むにつれ、地域には耕作放棄地が増え続け
ています。一方で、体験農園には「農業をしてみたい」「子どもに
芋掘りを体験させたい」というお客さんが毎週たくさん訪れます。
仕事終わりに農業をボランティアで手伝ってくれる仲間も増えて
いきました。
都市型農業への確かなニーズを実感した渡邊さんは、2022 年に
会社を退職。広告代理店時代に培ったイベント運営のノウハウを
活かし、体験農園を中心に農家としての道を歩み始めました。こ
の時の根幹にあった想いが、「子どもたちに自然豊かな未来を届け
る」「畑と生活者をつなげる」「耕作放棄地を減らす」というオオ
サカポテトのビジョンの原点となっています。

設備投資と６次産業化を進め、規模拡大へ
2022 年に 40a の畑から収穫したさつまいもは、約 6 トンに達し
ました。しかし、当時は保管倉庫もなければ出荷作業もすべて手
作業で、ボランティアにも疲労の色が見え始めました。2023 年
に生産担当のメンバーが事業に加わったこともあり、渡邊さんは、
収益拡大に向けた生産体制の整備を決断します。保管庫や洗浄機、

農機といった設備投資や卸先の開拓を進めた結果、作付面積は
40a から 150a へ、さらに 2024 年には 230a へと急拡大を遂げ、
商業的な農業経営の骨格を築くことができました。
また、収穫量の約 30% を占める規格外品の活用も大きな課題で
した。これを価値に変えるべく、渡邊さんは加工会社と連携して
6 次産業化に着手し、ペースト加工やバターなどの商品開発を進
めていきました。
一方で収穫体験は規模を縮小し、ターゲットを企業などの団体向
けにシフトさせます。現在は、収穫体験を通じて加工品の販促や
口コミによる認知拡大につなげるためのプロモーション活動とし
て戦略的に継続しています。

パートナーの力を借り、夢の実現に前進
「ここまでアクセル全開で進んでこれたのは、応援してくれる人た
ちがいたからです。だからこそ、持続可能なビジネスモデルを構
築しなければ」と渡邊さん。2025 年にはエグゼクティブプラン
ナーの仲野さんのサポートを得て、経営戦略の強化を図りました。
支援の 1 年目は渡邊さんの「やりたいこと」を整理しながら、資
金調達方法やパートナーとの協力体制を具体化し、これを事業計
画に落とし込みました。2 年目はその実行フェーズとして、各施
策のプロジェクト化、ファン拡大やブランドの認知拡大に向けた
企業とのコラボレーションやイベント開催などを進めています。

現在は、資金調達はスタートアップ支援に注力する銀行から、農
地集約は自治体や JA の協力で、生産は業務委託メンバーが、さ
らに出荷作業は農副連携、加工は協力会社と、さまざまなパート
ナーがオオサカポテトのビジネスを支えています。この強固な
パートナーシップは、渡邊さん自らが想いを伝えてアプローチし、
そのビジネスに賭けてくれた人や企業とのつながりで成り立って
います。仲野さんも、「消費地が近い都市型農業の利点に加え、
渡邊さんの巻き込み力があれば成功すると確信しています」と期
待を寄せます。

オオサカポテトの農業を支えてきたボランティアの中には、農
家として独立した人もいます。かつての自分がそうだったよう
に、やりたかった農業を始め、それを収益につなげる仲間の姿を
見ることに大きなやりがいを感じるという渡邊さん。今目標とす
るのは、集約した耕作放棄地を活用して多くの担い手にさつまい
も生産を担ってもらい、オサカポテトが仕入れと販売を一手に担
うビジネスモデルの実現です。「少しずつでも、大勢が生産すれ
ばさつまいもは大阪の特産品になり、同時に休耕地問題を解決で
き、すべての子どもたちに芋掘りを体験させてあげられます。大
阪 880 万人のマーケットを満たす農業で、それを実現させたい」
と渡邊さん。都市型農業の新たなモデル確立に挑んでいます。

04 株式会社オオサカポテト
大阪府八尾市
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株式会社オオサカポテト

６次産業化②

コーディネーター
プランナー

自治体
（大阪府）

大阪府民

趣味の農作業

• 趣味の農作業から、広告会社に
勤務しながら週末農業を仲間と
ともに開始。
•
• 収穫した農産物を少額販売。
•
• 都市農業・耕作放棄地などの課
題を知る。

• 広告会社を退職。勤務地だった
大阪でサービス事業も行う花農
家の伝手をたどって専業農家の
準備開始（農業生産・サービス
業務との連携を知る）。

転職、農業従事

関係人口の構築

• 生産現場を伝えるインスタグラ
ム開始。都市型農業を伝える
YouTubeチャンネル開設。
•
• 収穫体験イベントやSNSによる
情報発信から取組のファン拡大。

事業の多様化

• 積極的な企画営業で府内の流通
・小売などの事業者と連携。
•
• 投資やクラウドファンディング
で事業や取組を拡大。
•
• 2024年 耕作放棄地のマッチン
グを進め規模拡大（230ａ）。
•
• 2025年 大手流通、異業種等と
の連携で更なる展開へ。

６次産業化①

事業の多角化

• 2023年 生産、収穫体験、加工
品開発、販売、販売などで、事
業を多角化。
•
• サツマイモ「夢シルク（さつま
いも シルクスイート）」が大阪
産(もん)に認証される。

価
値
共
有
型
フ
ァ
ン

理
念
共
有
顧
客

芸
能
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

都市型農業と規模化

• 子ども・家族向けのさつまいも
の収穫体験イベント。
•
• 2023年機械、装置等を拡充し、
生産規模を拡大（150ａ）。

認定新規就農者

• 2022年 農地マッチング支援を
受け、大阪府八尾市で、さつま
いも農家を始める（40ａ）。

先
輩
農
業
者
（
花
農
家
）

流
通
・
小
売
業
者

投
資
フ
ァ
ン
ド

信
金
・
地
銀

府
内
総
合
物
流
会
社

農
作
業
を
一
緒
に
実
施
す
る
仲
間

自
治
体

理念

「子どもたちに自然豊かな未来
  を届ける」

「畑と生活者をつなげる」

「耕作放棄地を減らす」

未来

880万人の大阪マーケットで
「サツマイモ」の取組を循環。

趣味の農作業から４ａの農地を
借り週末農業を始める。

週末農業で収穫した農産物の販
売を行う。

広告会社を退職。ブーケづくり
なども行う花農家の伝手をたど
って専業農家の準備開始。

2022年 八尾市の農地マッチング
支援を受け、さつまいも農家を
始める（40ａ規模）。

2022年 認定新規就農者

同年 子ども・家族向けのさつま
いもの収穫体験イベントを開始。

同年 都市型農業を紹介するイン
スタグラム開設。

2,000万円の借り入れで機械、装
置等を拡充。

2023年 仲間とともに規模拡大
（150ａ）

都市型農業の推進に向け、半農
半X支援、さつまいもの苗等の
提供を開始。

2023年 自社が栽培するサツマイ
モ「夢シルク（さつまいも シル
クスイート）」が大阪産(もん)
に認証。

生産、収穫体験、加工品開発（
ペースト、バター）、販売など
で多角化。

2024年 YouTubeチャンネル「ひ
ろふみTV オオサカポテトの夢シ
ルク栽培日記」開設

2024年 耕作放棄地のマッチング
を進め規模拡大（230ａ）

キッチンカーの事業者との関西
万博に出店など、大阪の主な事
業者と連携して、夢シルクを自
社や大阪のブランドとして展
開。

都
市
農
業
の
課
題
理
解
と
対
応

６
次
産
業
化
の
展
開

価
値
創
出
の
多
様
化

    転職・就農

農業体験と組織形成

    農業ビジネスの展開

都市型農業と規模化

    ビジネスの拡充

６次産業化①

   ビジネスの横展開

６次産業化②

ひらめき・工夫に
寄与した関係者

地域資源活用・地域連携イノベーションEXプランナー

• 地域のイベント企画等で農業
とのマッチングを実施。
•
• 勤務地大阪の耕作放棄地の現
状を知り、自身が農業に従事
することで体験知を得る。

アイデア・工夫

• 週末農業時代の仲間との連携
で経営組織の基盤を強化。
•
• 生産だけではない、農業ビジ
ネスのモデル化に着手。
•
• SNSで取組を拡散。

• 衰退する都市型農業を新たに
ビジネスとして成立させた
い。
•
• 自身が持つサービスノウハウと
の融合で経営を安定させたい。

• 応援してくれる人に応えた
い。
•
• 商業的農業に移行して、ビジ
ネスシステム化を図りたい。

• JRのイベントを行う広告会社
に勤務。地域の農産品等との
関りを持つ。
•
• 趣味で農作業を行う。

課題感・ひらめき

アイデア・工夫

1 2 3 4

• 加工業者との連携で規格外品
を原料とした商品開発に着手
•
• 積極的な企画営業を展開し、
加工事業者、大手流通との連
携体制を構築。

アイデア・工夫取組の結果

• ファンを増やし、都市型の農業
の持続可能性を実現したい。
•
• 880万人の大阪マーケットで
「サツマイモ」の取組を循環さ
せたい。

2025 年～商品開発・サービス開発に伴う事業の多角化に係り、
経営のアドバイス、ビジネスマッチング、資金確保や循環等の
戦略支援を展開。

• JR広告会社の知識・経験をも
とに投資やクラウドファンデ
ィングで事業や取組を拡大。
•
• 積極的なプロモーションで大
阪の「夢シルク」をブランデ
ィング。

自治体、ボランティア農業
時代から理念共有する仲
間、地域金融機関、問屋・
商社、総合物流会社、流通
業者

04 株式会社オオサカポテト
大阪府八尾市
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info@nou-innovation.com
03-6734-1260

地域資源活用・
地域連携
中央サポートセンター

地域資源活用・
地域連携
中央サポートセンター

令和7年度地域資源活用・地域連携中央サポートセンター事業は株式会社パソナ農援隊が運営しています

「地域資源を活用した付加価値創出」を
専門家がサポート！
地域資源活用・地域連携中央サポートセンター
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